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特 集

企画編集  安村良男
最新の急性心不全治療－急性期から慢性期への移行を踏まえて－

3 Ⅰ  急性心不全の初期評価のためのアルゴリズム～ 6軸モデルによる初期評価～	
	‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥青山直善

70 Ⅴ  急性期の陽圧呼吸療法 	‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 百村伸一 他

87 Ⅶ  急性期の不整脈，心拍数のレートコントロール 	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥池田隆徳

12      1  神経制御～交感神経と迷走神経制御～	‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥岸　拓弥

27      1  うっ血腎 	‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥伊藤貞嘉

93      1  入退院を繰り返す心不全 	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥猪又孝元

42      1  利尿薬 	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 増山　理 他

59      3  トルバプタンの可能性 	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥佐藤直樹

12 Ⅱ  血圧および循環血液量の制御システムとその制御機構の障害

27 Ⅲ  systemic venous congestion

42 Ⅳ  内科的治療

79 Ⅵ  虚血性心疾患を合併した急性心不全の治療 	‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥岩倉克臣

93 Ⅷ  再入院の病態とその予防・対策

20      2  体液性因子～RAS，AVP，NPなど～	‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 斎藤能彦 他

35      2  うっ血肝～心肝連関～	‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 坂田泰史 他

99      2  高齢者心不全	‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 佐藤幸人 他

49      2  血管拡張薬・強心薬の使い方	‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥橋村一彦

65      4  初期治療薬としてのアルドステロン拮抗薬の可能性	 ‥‥‥‥ 北風政史 他

2 特集にあたって	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥安村良男

●  今月の特集・理解のための
　 チェックリスト

107

次号予告112
●  チェックリスト解答109

2014年 第3号　Vol.4 No.3　通巻第29号 CIRCULATIONは（株）医学出版の登録商標です．®登録商標第 5339566 号
CO N T E N T S

3No.


